
設計年月

図
面
番
号

課　　長 課長補佐 担　　当

図
面
名
称

縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）

E-01

01

番号 図番 図面名称

電気設備

番号 図番 図面名称

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

【改修後】

特記仕様書（２）

特記仕様書（１）

表紙・図面リスト

特-0203

02 特-01

E-0101

04 特-03 工事区分表

05 E-02 付近見取図・配置図

06 E-03 建物断面図

07 E-04

E-0508

09 E-06

12 E-09

E-0811

10 E-07

13 E-10

14 E-11

15 E-12

16 E-13

17 E-14

E-1518

19 E-16

24 E-21

E-2225

26 E-23

分電盤結線図（２）

分電盤結線図（１）

幹線設備　系統図

E-1922

23 E-20

20 E-17

21 E-18

27 E-24 【改修後】

係　　長

奈良国立大学機構　機構施設課 業務名設計事務所名

工事名

A1:NOSCALE

A3:NOSCALE
表紙・図面リスト

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

Ｂ棟　受変電設備　単線結線図

幹線・動力設備　１階平面図

幹線・動力設備　２階平面図

Ｂ棟　幹線設備　１階平面図

電灯設備　１階平面図

電灯設備　２階平面図

コンセント設備　２階平面図

コンセント設備　１階平面図

弱電設備　系統図　

弱電設備　１階平面図

弱電設備　２階平面図

拡声設備　２階平面図

拡声設備　１階平面図

入退室管理設備　１階平面図

自動火災報知設備　系統図

自動火災報知設備　１階平面図

自動火災報知設備　２階平面図

構内通信線路図

32 E-29

33 E-30

34 E-31

35 E-32

36 E-33

28 E-25

29 E-26

30 E-27

31 E-28

【改修前】幹線・動力設備　１・２階平面図

【改修前】Ｂ棟　幹線設備　１階平面図

【改修前】電灯設備　１・２階平面図

【改修前】コンセント設備　１・２階平面図

【改修前】弱電設備　１・２階平面図

【改修前】拡声・入退室管理設備　１・２階平面図

【改修前】自動火災報知設備　１・２階平面図

構内通信線路図

構内配電線路図

【改修前】

【改修前】

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

（参考図） 令和７年６月
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奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）

特-01

02

電灯設備

構内通信線路

構内配電線路

中央監視制御設備○

火災報知設備

防犯・入退室管理設備

駐車場管制設備○

監視カメラ設備○

テレビ共同受信設備

誘導支援設備○

拡声設備

映像・音響設備○

情報表示設備○

構内交換設備

構内情報通信網設備

発電設備○

電力貯蔵設備○

受変電設備

雷保護設備○

電熱設備○

電気自動車用充電設備○

動力設備

工　事　種　目

建物別及び屋外 工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

建物名称

階数

構造

工種

延べ面積(㎡)

建築面積(㎡)

消防法施行令別表第一の区分

改修面積（㎡）

備考

１．

完成期限２．

３．建物概要

４．工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

令和　　年　　月　　日（　　曜日）概成工期 無

５． ）対象部分（有○無指定部分

○有６．

指定部分工期　　　　　　年　　月　　日

工事写真撮影要領(令和元年7月)

ものを適用する。

（１） 文部科学省発注工事請負等契約規則（文部科学省訓令第二十二号）別記第１号の工事請負

１．共通仕様

なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　　）図による。

仕様書を適用する。

（２） 機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記

２．特記仕様

　　１）項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

　　　　表を示す。

　　４）項目に記載の <第　編　．　．　> 内表示番号は、文科仕様書の当該項目、当該図又は当該

　　　　当該表を示す。

　　３）項目に記載の［第　編　．　．　］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は

　　　　表を示す。

発生材処理

工事場所

（１）本特記仕様書の表記

　　２）項目に記載の（第　編　．　．　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該

（第1編1.1.2）、［第1編1.1.2］

文部科学省電気設備工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科仕様書」という。)

文部科学省電気設備工事標準図(特記基準)(令和4年版)(以下「文科標準図」という。)

（第1編1.3.9） (1)　引渡しを要するもの

［第1編1.9.1］ 1）品　　名

2）引渡し先

3）集積場所

4）集積方法

(2)　特別管理産業廃棄物

1）品　　名

2）処理方法

(3)　現場において再利用するもの

1）品　　名

2）使用場所

(4)　再生資源化するもの

1）品　　名

(5)　その他の発生材

1）品　　名

2）処理方法

（第1編1.4.1）

［第1編1.4.1］

（１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平

成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針

する場合は、判断の基準等を満たすものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、

　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、

　保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチ

　レンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少な

　い材料を使用する。

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘ

　キシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を

　使用する。

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホル

　ムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて

　少ない材料を使用したものとする。

（第1編1.4.2）

［第1編1.4.2］

（第1編1.4.4～5）

［第1編1.4.5～6］

調査範囲 （ ○図示 ○ ）

［第1編1.5.1～3］

本工事 ○別途 ）（事前調査

調査項目 （ 既存資料調査 ○ ）

調査方法 （ ○図示 ○ ）

（令和4年2月閣議決定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を調達

発生材の処理は、下記による。

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべ

き品質及び性能を有するものとする。

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の事項を満たす証明となる資料

を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の事項を評価された事を示す

外部機関が発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる

資料等の提出を省略することができる。

　〇 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　〇 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　〇 安定的な供給が可能であること。

　〇 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　〇 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　〇 販売、保守等の営業体制を整えていること。

［第1編1.6.4～6］

 下記の施工部分は監督職員の施工の検査、施工の立会及び施工検査に伴う試験を受ける

ものとする。

(第1編1.5.3～5)

（第1編1.7.1～3）

［第1編1.11.1～3］

名　　　　称

［第1編1.3.2］

（第1編1.3.2）

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

積雪荷重

風圧力

風速（Vo=

地表面粗度区分（ ○ Ⅰ ○ Ⅱ Ⅲ ○ Ⅳ）

建設省告示第1455号における区域　別表（ ）

4.　高等学校又はこれと同等以上の教育施設において、

7.　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

　験に合格した者

6.　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試

　の検定に合格した者

5.　旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者

　省令第７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

3.　第１種電気工事士の資格を有する者

2.　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

1.　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

　電気事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する

8.　第２種電気工事士の資格を有する者

○

この工事現場に下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員

に報告する。

教育施設の電気工学以外の工学に関する学科において一般

電気工学（実験を含む）に関する科目を修めて卒業した者

9.  短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の

［第1編1.3.3］

（第1編1.3.3）

工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有材料の事前調査を行う。

（第1編2.1.1）

［第1編2.2.2］

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

○ 本工事で設置する。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同

ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」に

おける2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

内部足場（ ○ 種 ○ 種） ○外部足場（ ○ 種 ○ 種）○

○ 埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷均しとする。

○

（第1編2.2.1）

［第1編2.3.1］

（第1編2.7.1）

［第1編2.8.1］

）

）屋外（○

［第1編1.8.2～3］

体　裁　等

〇

〇

〇

○

完　成　図

〃

〃

〃

保全に関する資料

工 事 写 真

CADデータ（電子納品）及び電子データ

電子納品は次による。

（１）貸与する設計図CADデータの著作者名：＿＿＿＿＿　　ファイル形式：＿＿

貸与条件：貸与するCADデータを本工事における施工図又は完成図作成のため

以外に使用しないこと。

（２）電子納品の対象は上記によるほか、監督職員と受注者で協議を行う。

（３）電子成果品は、提出前にウイルス対策を実施したうえで監督職員に提出する。

（４）提出方法及びファイル形式は以下による。

CADデータ：JWW、DXF及びPDF　 提出方法：CD又はDVDに保存し、＿部提出する。

※紙媒体はA4版ファイル綴じ、電子データはPDF形式とする。

特　　記　　事　　項 特　　記　　事　　項

Ⅰ  工 事 概 要

Ⅱ  工 事 仕 様

発生材の

処理等

環境への配慮

機材の品質等

機材の検査等

機材の検査

に伴う試験

施工調査

施工の検査等

施工の検査に

伴う試験施工

の立会い等

完成時の

提出図書

電気保安

技術者

特　　記　　事　　項

適用区分

施工条件

電源周波数

石綿含有材料

の事前調査

足場その他

○発生残土の

処理

金属管の塗装

及び仕上げ

〇

〇

〇

建築基準法による

電気保安技術者項　　　　　目　　　　　名
機材名

監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。

検　査 試　験 摘　　　　　要機　　材　　名

施　工　部　分 検　査 立　会 試　験 摘　　要

　工事完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

屋外に敷設する露出配管で溶融亜鉛メッキ仕上げを使用する場合は付着量300g/㎡

次の露出配管は、塗装を行う。

○

以上とする。

項　　　　　目 項　　　　　目

項　　　　　目

奈良市北魚屋東町(奈良女子大学北魚屋団地西町構内)

模様替え

ＲＣ造

地上２階

7項（大学） ●

●

●

●

●

●

●

●

一式●

●

●

●

●

●

●

●

●

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

●

●

●

32m/s）

●

●

〇　　５０Ｈｚ　　　　●　６０Ｈｚ●

●

●

●

●紙媒体（　１部）　　●電子データ

●紙媒体（　１部）　　●電子データ

複写図 仮製本　●A1版（　２部）　●A3版（　２部）●

●

●

●

●

●

●

●

●

○

〇

●

ＰＣＢ安定器の返納

電線、ケーブル

関係法令に基づき適切に処分

〇

〇 〇

〇

電線管、分電盤、端子盤、照明器具、弱電機器

契約基準、現場説明書、図面４４枚及び本特記仕様書＿２枚によるほか、●印の付いた

○

一式

● 屋内（ピロティ

●

○

最大電力５００〔ｋＷ〕以上の場合においても、電気工事士法（昭和35年法律

第139号）に基づく有資格者により施工を行う。

（無停電回路含む）

（第3編1.1.4）

［第2編2.1.4］

配線及び主回路の導体の色別は、次による。

標準仕様書による。

配線及び主回路の導体の色別は、下記による。

圧

高

低

圧

配

線

分

電

三相３線式

三相３線式

三相４線式

単相２線式

単相３線式

直流２線式

（１）分岐回路の色別

（２）発電回路の第２相

（３）切替回路の２次側

（４）漏電遮断器回路の接地

左右・上下及び遠近の別は、

正面から見た状態

共通事項

類

盤

第１相 第２相 第３相 中性相

赤

赤

赤

（青）赤

赤

青 白

接地側 白

青

接地側 白

白

青

青

黒

黒 白

白

分岐前の色別による。

接地側の電線の色は黄色とする

規定しない。

配線（１）～（４）による。

ア）左右の別は、左からとする。

イ）上下の別は、上からとし、直流２線式

　は、下からとする。

ウ）遠近の別は、近いほうからとし、直流

　２線式は、遠いほうからとする。

電気方式

○

備考

（ａ）配電盤類については、次による。

（１）左右、遠近の別は、各回路部分における主となる開閉器の操作側又は

　　　これに準ずる側から見た状態とし、分電盤類による。

（２）三相回路又は単相３線式回路より分岐する回路は、分岐前の色別による。

（３）三相交流の相は、第１相、第２相、第３相の順に相回転するものとする。

（ｂ）屋外架空配線の色別は、本表によらなくてよい。

（ｃ）接地線の色別は、監督職員の承諾を受けること。

（第2編2.1.3）

専用接地極とした時の接地線は、監督職員と

協議し、一般接地線と色別を区別する。

［第1編2.11.1～5］

走査式埋設物調査 放射線透過検査

フラッシュプレートは、図面に特記なき場合、

（ ○樹脂製 ）とする。

はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、下記による。

設計用標準水平震度

上層階
屋上

及び塔屋

中間階

地階･１階

特定の施設 一般の施設

機　　　器
防振支持の機器
水　槽　類
機　　　器

防振支持の機器
水　槽　類
機　　　器

防振支持の機器
水　槽　類

機 器 種 別 重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、

　10～12階建の場合は上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

・重要機器は次のものを示す。

配電盤 ○発電装置（防災用） ○直流電源装置

○交流無停電電源装置 ○交換機 自動火災報知受信機

○中央監視装置 ○ ○

・水槽類には燃料小出タンクを含む。

②設計用鉛直地震力

　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

（２）横引き配管等の耐震指示は、施設の分類に応じたものとする。

2.0 1.5 1.5 1.0
2.0 2.0 2.0 1.5
2.0 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6
1.5 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6
1.0 0.6 0.6 0.4
1.0 1.0 1.0 0.6
1.5 1.0 1.0 0.6

（１）設備機器の固定は、施設の分類並びに機器の種別、重要度及び設置階に応じて、

　　　次の設計用水平地震力及び設計用鉛直地震力に対し、移動、転倒、破損などが

　　　生じないようにする。

①設計用水平地震力

　機器の重量[ｋＮ]に設計用水平震度を乗じたものとする。

なお、特記なき場合は、設計用水平震度は、次による。

（独立行政法人建築研究所監修）による。

設備機器の固定は、次によるほか、「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」

〇

〇

耐震措置

フラッシュ

プレート

電線の色別

既存躯体への

穿孔

電気工事士

●金属製（ステンレス、新金属を含む）

●

●

●

●

●

●

●

●

図面に特記なき場合は、工事区分表による。他工事又は

他工種との
取り合い

●

<第2編2.1.1～9>

特殊場所は下記による。

特 殊 場 所 の 内 容 適用する場所 危険場所の種別 危険物の種類

特殊場所〇

○

○

○

○

○

○

○

塩害を受けるおそれのある場所

蟻害を受けるおそれのある場所

腐食性ガスのある場所

危険物等貯蔵場所

粉じん危険場所

ガス蒸気危険場所

気密性を要する場所

湿気の多い場所

〇

係　　長

A1:NOSCALE

A3:NOSCALE
特記仕様書 (1)

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

総合研究棟Ａ棟

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事　

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

381

427

理学系Ａ棟

○

○

○

●

●

●

● ○

複写図 製本（A4版黒厚紙表紙金文字入り）（＿１部）

原図　●A1版（＿1部）　〇A3版（＿＿部）

820

公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「標準図」という。)

令和８年２月２７日（金曜日）

（参考図） 令和７年６月



設計年月

図
面
番
号図

面
名
称

縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）

特-02

03

項　　　　　目 特　　記　　事　　項

機器取付高さ●

接地極● 図面に特記なき場合は、表－２「接地極一覧表」による。

図面に特記なき場合は、表－１「機器標準取付高さ」による。

他工事又は● 図面に特記なき場合は、工事区分表による。

他工種との

取り合い

電線・ケー

ブル等の規格

 (第2編1.1.1)

（第6編1.1.1）

［第2編1.2.1］

○

電線保護物類

の規格

(第6編1.2.1～3)

○

ケーブルの

端末処理等

（第2編2.1.1）

［第2編2.1.2］

(第2編1.2.1～9)

規　　　　　　　格

電線・ケーブル等の規格、記号で公共仕様書に定める以外のものは下記による。

呼　　　称

電線保護物の規格で公共仕様書に定める以外のものは下記による。
規　　　　　　　格呼　　　称

ケーブルの端末処理で、端末処理材を用いて処理する場所は下記による。

施工箇所及びケーブル種別
摘 要

ケーブルの分岐処理で、分岐処理材を用いて処理する場所は下記による。
種　別

施工箇所及びケーブル種別
レジンモールド加工

(工場加工)

モールド加工

１部屋あたり　　　箇所以上測定し、監督職員に報告する。非常照明装置○

の照度測定箇所

（第2編2.18.2)

［第2編2.20.2］

1,800～2,200

測点
表－１　機器標準取付高さ

名称 取付高〔mm〕
積算計器
引込開閉器

スイッチ

分電盤

名称

コンセント（一般）
コンセント（和室）
コンセント（台上）
コンセント（車椅子用）
ブラケット（一般）
ブラケット（踊場）
ブラケット（鏡上）

（多機能トイレ）
スイッチ

測点 取付高〔mm〕
地上～窓中心

地上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心
床上～中心
台上～中心

床上～中心
床上～中心
床上～中心
鏡上端～中心

1,800～2,000

1,500
(上限1,900以下)

1,300

1,100

300
150

150～200
900

2,100～2,300
2,000～2,500

床上～中心

情報用コンセント

天井下～上端
床上～下端

床上～中心
200
1,300
300

300
集合保安器箱
壁付電話機（一般）

端子盤（室内）

電話用アウトレット 床上～中心

床上～中心 300

壁掛形スピーカ
壁付アッテネータ 床上～中心 1,300

床上～中心 天井高×0.9

（子機）

障害者用インターホン
（多機能トイレ）

壁付呼出ボタン
（上記以外）
壁付インターホン
（子機）

外部受付用インターホン
標準図による

床上～中心

床上～中心

床上～中心

1,300

900､(400)

1,000～1,100

機器収容箱

警報ベル
表示灯

ガス検知器（都市ガス用）

（液化石油ガス）
ガス検知器

連動制御器
受信機・副受信機

機器収容箱

テレビ端子・直列

ユニット（和室）

ユニット（一般）

テレビ端子・直列

発信機

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～操作部

床上～操作部

床上～中心
床上～中心

床上～中心

天井面～中心

床上～上端

200

300

150

800～1,500

800～1,500
800～1,500

2,300
2,100

天井面－300

300

表－２　接地極一覧表
接地の種類

○共同接地

A種
B種
C種
D種

○共同接地

○漏電遮断器回路用

記号 接地抵抗 接地極の規格・数量

EA・C・D Ω以下
A 10Ω以下
EB Ω以下
EC 10Ω以下
ED Ω以下

EA・D

10
10

100
EELCB Ω以下100

E

Ω以下

○
○

○
○

○電話引込口の保安器
測定用

EＬｔ 100Ω以下
E0○

拡
声

構
内
交
換

構
内
情
報
通
信

電
灯

電
力
共
通

テ
レ
ビ
共
同
受
信

誘
導
支
援

自
動
火
災
報
知

○

係　　長

A1:NOSCALE

A3:NOSCALE
特記仕様書 (2)

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

（参考図） 令和７年６月
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奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）

特-03

04

工事区分表

１．●印の付いたものを適用する。

２．●が重複する項目は、それぞれの区分が必要とする工事を自ら行う。

係　　長

A1:NOSCALE

A3:NOSCALE
工事区分表

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

（参考図）

屋外大型のものの基礎

屋上設置のものの基礎

換気扇取付 ダクトのあるもの

　　〃 壁、サッシ等への取付（材共）

木製、アルミ製、鉄製

全熱交換器

外壁取付ガラリ 給排気用

内壁取付ガラリ

ダクト接続

ガラリへの給排気

煙感知器連動防火戸

配管配線、ボックス共

リレ－及びリレ－までの配管配線共

排煙防火ダンパ－ リレ－取付まで①

名　　　　　称

煙感知器連動シャッター リレ－取付まで②

煙感知器連動防煙垂れ壁 リレ－取付まで③

リレ－までの配管配線共

項　　目

区　　分

摘　　　　　要

備　　　　　考

機

械

　同上開口部補強

　同上補修

　同上用配管接続

建

築

　同上基礎上鉄骨架台

　同上接続部止水板

　同上用スイッチ

　同上用枠、取付板等

　同上用スイッチ

　同上用レリーズ

　同上用煙感知器

　上記①～③用煙感知器

　同上用電源配線

モルタル充填等

天井切込、隅出し共

天井切込、隅出し共

水切り板、同穴あけ共

天井扇共

フード取付共

第１桝までの配管

第１桝を含む

隅出し、型枠入れ共

洗面器等取付化粧板

電

気

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

梁、壁木製型枠入　

壁ダイヤモンドカッター貫通

床スラブ木製型枠入　

床ダイヤモンドカッター貫通

鉄筋切断及び補強筋入れ

コンクリ－ト穴あけ

配管ダクト類の防水

貫通部補修

ＡＬＣパネルの穴あけ、

補修

ＰＣ版の穴あけ スリ－ブ入れ

ダクト等の貫通部

インサート

インサート

ＰＣ版

コンクリート床

天井点検口 点検口取付及び、開口部補強

軽量鉄骨下地開口部墨出し

　　　　　〃 機械設備関係開口部

電気設備関係開口部

天井及び壁、ボ－ド切開

開口補強を必要としない

ボ－ド等の切開

特殊仕上材の天井、壁、

床に取付ける器具等の

穴あけ加工

盤等重量物の下地補強

ＳＵＳ、ＦＲＰ、鋼製

露出形器具取付用

床点検口 点検口取付及び、開口部補強

軽量鉄骨下地開口部補強

防火区画貫通部補修

機器・配管取付後の

壁、床等の補修

流し台、ミニキッチン

本体、水切

ステンレス製（含む排水金具）

給排水用

ルーフドレン

竪樋 防露工事共

雨水排水管

　　〃

生活排水、実験排水管

　　　　　〃

建物及び第１桝までの配管

幹線の配管

幹線の配管

第１桝から排水幹線までの配管

第１桝から排水幹線までの配管

大型機械基礎

機器用アンカーボルト

　　　　　〃

　　　　　〃

ボイラ等機械設備関係機器

自家発電機等電気設備関係機器

一般機器類の基礎

屋外自立盤の基礎

仕上げ共

仕上げ共

屋外貯油槽 地下式

共同溝 歩床コンクリート

建物、共同溝接続トレンチ

各種槽類

　　〃

　　〃

　　〃

コンクリート製

● ● ●

● ● ●

● ● ●

●

●

●

●

● ●

●

● ●

● ● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ●

●

● ● ●

●

●

●

●

●

●

● ● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

洗面化粧台 撤去は建築工事

陶器製流し台 撤去は建築工事●

土

木

洗面器

●

名　　　　　称

項　　目

区　　分

摘　　　　　要

備　　　　　考

機

械

建

築

電

気

道路側溝用排水 Ｌ型・Ｕ型と管敷設

制御盤 制御盤以降の配管、配線共

屋内消火栓 消火ポンプ、制御盤

屋内消火栓起動リレ－

自動火災報知器

連結送水口 座板共

独立煙突

鋼板製

盤、配管、ダクト、

配線用の二重床開口

フリーアクセスフロア等

コンクリートシャフト

点検口

天井フック

機械室、電気室の

防音遮音処理

特殊サイズ鏡

化粧用洗面器、鏡

雷保護設備

保守管理用タラップ、

はしご

室内テレビ用吊金物

テレビアンテナ 取付共

配管配線用ピット

　同上表示灯及び起動装置

　同上煙道

　同上雷保護設備

　同上用基礎

　同上用電源配線 １次側接続まで 接地共

●

●

●

●

●

●

●

●

土

木

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

令和７年６月
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E-02
A1:図示

A3:図示

工事対象建物を示す

配置図　1/600
付近見取図　1/3000

　　　（奈良女子大学北魚屋団地西町構内）
住所：奈良市北魚屋西町

奈良女子大学

係　　長

付近見取図・配置図

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

冬期主風向

105 30M200

夏期主風向

Ｎ

東大寺

近鉄奈良線

奈良県文化会館

地方裁判所

近鉄奈良駅

文

文文

佐保川

県警本部県立美術館

奈良県庁

３６９

１６９

３６９

ＪＲ奈良駅

文学系Ｎ棟

車庫

車庫

倉庫

テニスコート

地下貯油槽

国際交流

プラザ

記念館

大
学
部
（
Ｆ
棟
）

理学部（Ｃ棟）

生活環境学部（Ｄ棟）

奈
良
女
子
大
学
国
際
交
流
会
館
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業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

A1:NOSCALE

A3:NOSCALE
幹線設備　系統図【改修後】

総合研究棟（理学系Ａ棟）

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事
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総合研究棟（Ｂ棟）

盤結線図参照

盤結線図参照

防火区画貫通部 国土交通大臣認定工法

露出配管配線

隠蔽配管配線

ころがし配線

ケーブル表示札
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2．アース幹線は既設電気室内低圧配電盤より取り出す。

3　防火区画貫通処理は、国土交通大臣認定工法とすること。　（防火区画図参照）
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P AF

電圧
（Ｖ） 空調

換気 コンセント 予　備 RRy T/U
調光
T/U ＲＴ Mg

2P2E

2P2E

2P2E

201

202

配線用遮断器

照明

盤名称
接続図

AT(A)

負荷容量(VA)

負荷名称

付属機器

備考

50 20 200

50 20 200

50 20 200

種別

予備1,200

MCCB

MCCB

MCCB

2P1E

2P1E

2P1E

101

102

103

104 2P2E

2P1E

50 20 100

50 20 100

50 20 100

50 20 100

50 20 100

廊下　照明MCCB

MCCB

MCCB

2P2E 50 20 200MCCB ｽﾍﾟｰｽ

2P1E 50 20 100MCCB

セパレーター

50

AC3φ3W
210V

MCCB3P

A 3PECCB 200

503PECCB 200

503PECCB 30 200

503PECCB 200

503PECCB 200

B

C

D

E

198

設計年月
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奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）

E-06

09

１

８， 各分電盤は、メーカー標準品使用可能（改造可）とする。

（内扉のある構造）

（内扉のある構造）

（内扉のある構造）（外扉のある構造）

（外扉のある構造）

（外扉のない構造）

感度電流 ・０．１ＳＥＣ３０ｍＡ

リレー制御用Ｔ／Ｕは４回路とする。

▼ はリモコンリレーを示す。

露出形Ｔ型 ：

埋込形：Ｇ型

盤形式は下記とする。

露出形：Ｄ型

ブレーカーは新ＪＩＳ規格（JIS C 8201-2-1または2）に適合すものを使用すること。

２００Ｖで使用する分岐ＭＣＣＢ・ＥＬＣＢはＪＩＳ協約型１Ｐサイズの２Ｐ２Ｅを使用する。

１００Ｖで使用する分岐ＭＣＣＢ・ＥＬＣＢはＪＩＳ協約型１Ｐサイズの２Ｐ１Ｅを使用する。

ＲＣ≧２．５ＫＡ：ＥＬＣＢ

ＲＣ≧２．５ＫＡ：分岐ＭＣＣＢ

配線用遮断器の定格遮断電流は下記とする。

６，

５，

４，

３，

２，

１，

９， 転倒防止処置を行うこと。

特記事項

　　ＭＣＣＢ（ＥＬＣＢ）の２Ｐ２Ｅを標準とする。

　　ＭＣＣＢ（ＥＬＣＢ）の２Ｐ１Ｅを標準とする。

２．２００Ｖ分岐回路で使用する２Ｐ　５０ＡＦ／２０ＡＴ及び５０ＡＦ／３０ＡＴ

１．１００Ｖ分岐回路で使用する２Ｐ　５０ＡＦ／２０ＡＴ及び５０ＡＦ／３０ＡＴ

４．漏電遮断器は、感度電流３０ｍＡ、作動時間０．１秒以内の高感度・高速度形の雷インパルス不作動形とする。

９．ＥＬＢ接地線は緑に黄色のストライプ線とする。

８．分電盤、実験盤の形状は参考とする。

７．盤内は、将来スペースを充分見込むものとする。

６．分電盤類は、市販品改造可とする。

５．分電盤には、接地端子台を内部側面に設ける。（ＥＤ・ＥＤ（ＥＬＣＢ））

３．分電盤は、同相同列とする。

のＭＣＣＢ（ＥＬＣＢ）は、ＪＩＳ協約型の１Ｐサイズ

のＭＣＣＢ（ＥＬＣＢ）は、ＪＩＳ協約型の１Ｐサイズ

分電盤には、接地端子台を設けること。（ＥＤ・ＥＤ（ＥＬＢ））７，

MCCB

MCCB

（注記）

Ｎ Ｐ Ｎ Ｐ

Ｎ Ｐ

ＣＨ

金属ダクト 金属ダクト金属ダクト金属ダクト
金属ダクト

金属ダクト

ED

E-CuBar

ED
(ELB)

E-CuBar

係　　長

A1:NOSCALE

A3:NOSCALE
分電盤結線図（１）【改修後】

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

50

50

108　共用大会議室　空調機

108　共用大会議室　空調機

109　アドミッションセンター　空調機

110　共用中会議室　空調機

111　共用中会議室　空調機

50

50

100AF/100AT

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

JK-109

810

864

108　共用大会議室　照明

109　ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝｾﾝﾀｰ他　照明

ピロティ　照明308

予備600

予備600

ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽ

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

2P1E

2P1E

2P1E

2P1E

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

2P1E

2P1E

2P1E

2P1E

MCCB

2P1EMCCB

2P1E

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

2P1E

2P1EMCCB

MCCB

2P1E

2P1EMCCB

2P1EMCCB

108　共用大会議室　コンセント

108　共用大会議室　コンセント

108　共用大会議室　プロジェクター

300

300

500

110　共用中会議室　コンセント

110　共用中会議室　コンセント

300

300

110　共用中会議室　プロジェクター500

111　共用中会議室　コンセント

111　共用中会議室　コンセント

111　共用中会議室　プロジェクター

300

300

500

廊下　自動ドア400

廊下　コンセント400

108　共用大会議室　コンセント

108　共用大会議室　コンセント

108　共用大会議室　プロジェクター

300

300

500

予備600

予備600

ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽ

203

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB 2P1E

2P1E

2P1E

2P1E

MCCB

MCCB 2P1E

50 20 100MCCB 2P1E501

50 20 100MCCB 2P1E

予備50 20 100MCCB 2P1E503

502

600

2P1E 50 20 100MCCB ｽﾍﾟｰｽ

752

108　共用大会議室　換気扇

109　ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝｾﾝﾀｰ他　換気扇

計（kVA)
(A)

2,544 5,200 4,200

100AF/75AT

3,372

3,372

0,923

2,742

2,742

50MCCB 3P 50

AC1φ3W
210/105V

LA-12

LA-12

LA-22

M16-1 LA-22
EM-CET38゜

EM-CET100゜

B棟電気室より

鋼板製
形式：T EM-CET14゜

B棟電気室より

EM-CET60゜

JK-1092L10-1

M16

26,026

39,177 39,177

13,151

合計（kW)

13,151LA-12計（kW)

960

1,71213.656
68.2

2L2

500 300500 500

（参考図） 令和７年６月



MCCB3P

主開閉器容量
電気方式 回　路

番　号
P AF

電圧
（Ｖ） 空調

換気 コンセント 予　備 RRy

2P2E

2P2E

2P2E

201

202

203

配線用遮断器

照明

盤名称
接続図

AT(A)

負荷容量(VA)

負荷名称

50 20 200

50 20 200

50 20 200

種別

ED

E-CuBar

ED
(ELB)

E-CuBar

MCCB

MCCB

MCCB

2P2E 50 20 200MCCB204

ＲＴ Mg

付属機器

備考 主開閉器容量
電気方式 回　路

番　号
P AF

電圧
（Ｖ） 空調

換気 コンセント 予　備 RRy

配線用遮断器

照明

盤名称
接続図

AT(A)

負荷容量(VA)

負荷名称
種別 ＲＴ Mg

付属機器

備考

AC1φ3W
210/105V

301

302

303

304

305

306

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

100

100

100

100

100

100

100

1,500

1,500

1,500

1,500

600計（kVA)

(A)

ED

E-CuBar

E-CuBar

ED
(ELB)

設計年月
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奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）
10

E-07

係　　長

分電盤結線図（２）【改修後】
A1:NOSCALE

A3:NOSCALE

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

JK-109

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

570

570

予備1,200

A210　講義室　照明

A209　講義室　照明

A208　講義室　照明

A211　講義室　照明

A212　第６演習室　照明

408

408

2P2E 50 20 200MCCB

2P2E 50 20 200MCCB

205

206

324

2P1E101

102

50 20 100 廊下　照明MCCB

2P1E 50 20 100MCCB 予備600

286

2P2E 50 20 200MCCB

2P2E 50 20 200MCCB

ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽ

2P1E 50 20 100MCCB

2P1E 50 20 100MCCB

ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽ

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

2P1E

2P1E

2P1E

2P1E

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

2P1E

2P1E

2P1E

2P1E

MCCB

2P1EMCCB

2P1E

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

2P1E

2P1EMCCB

MCCB

MCCB 2P1E

2P1EMCCB

2P1EMCCB

2P1EMCCB

300

400

500

A208　講義室　コンセント

A208　講義室　コンセント

A208　講義室　プロジェクター

A208　講義室　ＡＶ電源1,000

400 A209　講義室　コンセント

A209　講義室　プロジェクター500

A209　講義室　プロジェクター500

400 A209　講義室　コンセント

1,000 A209　講義室　ＡＶ電源

300 A210　講義室　コンセント

300 A210　講義室　コンセント

500

1,000

A210　講義室　プロジェクター

A210　講義室　ＡＶ電源

317

318

319

320

321

322

323

324

325

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

50 20

100

100

100

100

100

100

100

100

2P1E

2P1E

2P1E

2P1E

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

2P1E

2P1EMCCB

MCCB

2P1EMCCB

2P1EMCCB

50 20 1002P1EMCCB

300

50

T-21B　ＨＵＢ

T-21B　ブースター

予備600

予備600

ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽ

50 20

50 20

100

100

2P1EMCCB

2P1EMCCB

50 20 1002P1EMCCB

セパレーター AC3φ3W
210V

MCCB3P

A 3P 200

3P 200

3P 200

3P 200

B

C

D

ELCB

ELCB

ELCB

ELCB

100

100

503P 200ELCBE 40

計（kW)

225AF/150AT

50 20 100MCCB 2P1E501

50 20 100MCCB 2P1E502

50 20 100MCCB 2P1E

503 50 20 100MCCB 2P1E

50 20 100MCCB 2P1E504

廊下　コンセント400

300

300

A211　講義室　コンセント

A211　講義室　コンセント

500

1,000

A211　講義室　プロジェクター

A211　講義室　ＡＶ電源

A212　第６演習室　コンセント

A212　第６演習室　コンセント

300

400

A212　第６演習室　プロジェクター500

1,160

A208　講義室　換気扇

A209　講義室　換気扇

A210　講義室他　換気扇

予備600

ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽ50 20 100MCCB 2P1E

3,60011,1502,544計（kVA)

(A) 99.2

A109　ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝｾﾝﾀｰ　機器用

A109　ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝｾﾝﾀｰ　機器用

A109　ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝｾﾝﾀｰ　機器用

A109　ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝｾﾝﾀｰ　機器用

A109　ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝｾﾝﾀｰ　プロジェクター

予備600

500

6,5007.100

35.5

A208　講義室　空調機6.616

6.616 A209　講義室　空調機

A210　講義室　空調機

A211　講義室　空調機

A212　第６演習室　空調機

5.276

5.276

100

100

100 75

100 75

2.242

26,02626,026

AC1φ3W
210/105V

LA-22

ｽﾍﾟｰｽ

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

2P1E

2P1E

2P1E

2P1E

2P1E

2P1E

2P1E

鋼板製

形式：T

B棟電気室より

EM-CET60゜

EM-CET60゜

LA-12より

鋼板製

形式：T

LA-12より

2L10-1
EM-CET14゜

MCCB3P
50AF/50AT

M16-1

960

960

3,08020.374

125AF/125AT2L10

（参考図） 令和７年６月
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奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

記　号 名　　　　　称 摘　　　　　要

凡　例

1　特記なき配管配線は下記とする。

注　記

盤結線図参照電灯動力盤

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ　　（天井内ころがし）

ＥＭ－ＣＥ３．５゜－４Ｃ　　（天井内ころがし）3.5゜

空調室外機

空調室内機

機械設備工事

機械設備工事

全熱交換器 機械設備工事

Ｓ 手元開閉器（屋外防水型）

Ｓ Ｓ

PAC

111

Ｓ

3.5゜
A

3.5゜

PAC

110

PAC

109

Ｓ

PAC

Ｓ

108B

PAC

108B

3.5゜

3.5゜

A

B

B

A

501
5.5゜

5.5゜

HEX
ｘ2

111

HEX
ｘ2

110

DE

502

5.5゜
5.5゜

5.5゜

5.5゜

5.5゜

5.5゜
5.5゜

5.5゜

5.5゜
5.5゜

B B B

B

5.5゜
E

HEX

109

幹線・動力設備　１階平面図　【改修後】

系統図参照

3.5゜
CD

5.5゜

LB-11

系統図参照

4　分電盤への立下げ部分はダクト内入線とする。

3　防火区画貫通処理は、国土交通大臣認定工法とすること。

Ｓ

Ｓ

A

B

MCCB3P 50AF/30AT

MCCB3P 50AF/50AT

2　手元開閉器の種別は下記とする。

5.5゜ ＥＭ－ＣＥ５．５゜－４Ｃ　　（天井内ころがし）

ＥＭ－ＣＥ　　８゜－４Ｃ　　（天井内ころがし）8゜

ケーブル配線 天井内ころがし

隠蔽配管配線

露出配管配線

アウトレットボックス 中型四角　浅型

穴あけ補修

防火区画貫通部（短管工法　Ｅ５１）

ケーブルラック上配線

ケーブルラック

系統図参照

ＺＭ－５００Ｂ　１段
ケーブルラック

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

以降Ｅ－１１図参照

A1：S=1/100 A3：S=1/200

１階平面図

HEX

108

HEX

108

2,
20

0
4,

00
0

3,
50

0

9
,7
0
0

5
,5

00

2
75

9090

48,600

3,600 9,000 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600

90 10,800 90

9,000

AX1

AX2

AX3

AX4

AY1 AY2 AY3 AY4 AY5 AY6 AY7 AY8 AY9 AY10 AY11 AY12 AY13 AY2
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奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

LB-21

A1：S=1/100 A3：S=1/200

２階平面図

幹線・動力設備　２階平面図　【改修後】
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縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

１

２

４

３

機　器　名　称記号

１

２

３

４

低圧電灯配電盤(1)

低圧電灯配電盤(2)

低圧動力配電盤(1)

低圧動力配電盤(2)

系統図参照

系統図参照

系統図参照

系統図参照

以降Ｅ－８図参照

Ｂ棟　幹線設備　１階平面図　【改修後】

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

A1：S=1/100 A3：S=1/200

１階平面図

E-10

13

UP

UP

UP

UP

EXP.J

PS

PS

EV

倉庫

光　庭

CB

DC
DC

CB

CB

CB

3,000

7,000 7,000 7,000

42,000

7,000 7,000 7,000

3
,
6
0
0

9
,
0
0
0

3
,
6
0
0

3
,
6
0
0

2,2005,500

BX2BX1 BX5BX4BX3 AX2AX1BX7BX6

AY2

AY1

AY5

AY4

AY3

7
,
5
0
0

1
,
8
0
0

3
,
3
0
0

1
9
,
9
0
0

1
,
8
0
0

5
,
5
0
0

BY1

BY3

BY2

BY4

BY5

BY6

スロープ

ロビー

階段室

廊下

107
教員研究室

112-2
蛍光顕
微鏡用
小暗室

114-1
生物科学科
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クリーン
ルーム

114-3
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図書室
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105-1
細胞調節学
実験室３
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細胞調節学
実験室２
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細胞調節学
実験室１

102
生物科学科共通

学生控室
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生物科学科共通
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教員研究室
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（参考図） 令和７年６月



記　号 名　　　　　称 摘　　　　　要

凡　例

Ｓ

Ｓ

記　号 名　　　　　称 摘　　　　　要

天井埋込又は天井直付　ＬＥＤ灯

盤結線図参照

壁付　ＬＥＤ灯

ころがし配線

隠蔽配管配線

露出配管配線

国土交通大臣認定工法

アウトレットボックス 中型四角　浅型

プルボックス

露出丸形ボックス

穴あけ補修

防火区画貫通部（短管工法　Ｅ５１）

照明器具

照明器具

照明器具

照明器具

照明器具

照明器具

センサー付制御端末器

センサー付制御端末器

電灯動力盤

天井埋込又は天井直付　ＬＥＤ灯　位置ボックス付

天井埋込　ＬＥＤ灯

天井埋込　ＬＥＤ灯　位置ボックス付

天井埋込　ＬＥＤ灯　ダウンライト

AN

AN

ＤＳ１－ＡＮ

ＤＳ１－ＡＮ用子機

1　特記なき配管配線は下記とする。

注　記

2.0

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ（天井内ころがし）　　　　保護管（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（天井内ころがし）　　　　保護管（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（天井内ころがし）　　　　保護管（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ（天井内ころがし）　　　　保護管（Ｅ１９）E

ＥＭ－ＩＥ　１．６×３　　　　（Ｅ１９）

ＥＭ－ＩＥ　１．６×２　　　　（Ｅ１９）

G

G

2.0G

ＥＭ－ＩＥ　１．６×６　　　　（Ｇ２２）

ＥＭ－ＩＥ　１．６×３　　　　（Ｇ１６）

ＥＭ－ＩＥ　２．０×２Ｅ２．０（Ｇ１６）

2.0 ＥＭ－ＩＥ　２．０×２Ｅ２．０（Ｅ１９）

１Ｐ１５Ａ×１　ＳＵＳプレート付

１Ｐ１５Ａ×２　ＳＵＳプレート付

埋込スイッチ

埋込スイッチ

AS 自動点滅器

R5L リモコンスイッチ ５Ｌ

Ｓ ＳＳＳＳＳ 101
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ANANANAN
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R5L
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設計年月
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面
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称

縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200
電灯設備　１階平面図　【改修後】

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課
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ｲ～ﾎ
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C

2　防火区画貫通処理は、国土交通大臣認定工法とすること。

3　分電盤立下げ部分はダクト内入線とする。

C ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．９－１Ｐ　（天井内ころがし）  保護管（ＭＭＡ）

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ０．９－１Ｐ　（天井内ころがし）
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１階平面図
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奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事
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（参考図） 令和７年６月
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尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

電灯設備　２階平面図　【改修後】

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事
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（参考図） 令和７年６月



設計年月
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奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

記　号 名　　　　　称 摘　　　　　要

凡　例

盤結線図参照

２Ｐ１５Ａ×２　接地端子付　１２５Ｖ　

2E 埋込壁付コンセント ２Ｐ１５Ａ×２　接地極付　１２５Ｖ　

埋込壁付コンセント ２Ｐ１５Ａ×４　接地極付　１２５Ｖ　4E

ELK 埋込天井付コンセント

隠蔽配管配線

露出配管配線

ケーブル配線 天井内ころがし

アウトレットボックス 中型四角　浅型

プルボックス

露出丸形ボックス

1　特記なき配管配線は下記とする。

注　記

２００×２００×１００

2E 露出コンセント ２Ｐ１５Ａ×２　接地極付　１２５Ｖ　

2　分電盤立下げ部分はダクト内入線とする。

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）×２（天井内ころがし）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）×３（天井内ころがし）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）×４（天井内ころがし）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）　　（天井内ころがし）　　　　保護管（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）×６（天井内ころがし）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）　　（天井内ころがし）　　　　保護管（ＭＭＡ）M

E ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）　　（天井内ころがし）　　　　保護管（Ｅ２５）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１ＣＥ）×５（天井内ころがし）

ＥＭ－ＩＥ２．０×２　Ｅ２．０　　　　（Ｅ１９）
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自動ドア用
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2E 2E 2E 2E
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M MM

2E 2E
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LB-11 2E
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M M

コンセント高さ
H=FL+300

ELK

プロジェクター用 プロジェクター用

ELK
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301 302 303304306 305

305
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305

コンセント設備　１階平面図　【改修後】
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コンセント高さ
H=FL+300 ELK
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307

309

310311

310311312 307308309

313 313

314

穴あけ補修

防火区画貫通部（短管工法） 電灯設備と共用

国土交通大臣認定工法防火区画貫通部（短管工法　Ｅ５１）

JK-109

302

16

E-13

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事
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一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長
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業務名設計事務所名
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奈良国立大学機構　機構施設課

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

コンセント設備　２階平面図　【改修後】
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奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）

記　号 名　　　　　称 摘　　　　　要

凡　例

電話・情報複合アウトレット 電話×１・情報×１

情報受口 ８極８芯　ＣＡＴ６

端子盤

ＳＢ 光成端箱 既設

端子盤リスト参照（ＨＵＢは別途工事）

係　　長

A1:NOSCALE

A3:NOSCALE

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

端子盤表
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弱電設備　系統図　【改修後】

1　特記なき配管配線は下記とする。

注　記

U ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ×１　　（天井内ころがし）　　　　立下り保護管（ＰＦ１６）

U M ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ×１　　（天井内ころがし）　　　　立下り保護管（ＭＭＡ）

　（構内情報通信網・構内交換設備）
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2　防火区画貫通処理は、国土交通大臣認定工法とすること。

3　ＨＵＢ盤及び端子盤への立下げ部分はダクト内入線とする。

4　特記なきプルボックス寸法は下記による。
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奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

記　号 名　　　　　称 摘　　　　　要

凡　例

隠蔽配管配線

露出配管配線

ケーブル配線 天井内ころがし

アウトレットボックス 中型四角　浅型

プルボックス

穴あけ補修

1　特記なき配管配線は下記とする。

注　記

U ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ×１　　（天井内ころがし）　　　　立下り保護管（ＰＦ１６）

U M ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ×１　　（天井内ころがし）　　　　立下り保護管（ＭＭＡ）

電話・情報複合アウトレット 電話×１・情報×１

情報受口 ８極８芯　ＣＡＴ６

端子盤

防火区画貫通部（短管工法　Ｅ５１） 国土交通大臣認定工法

　（構内情報通信網・構内交換設備）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ×１　　（天井内ころがし）

ＥＭ－ＢＴＩＥＥ０．４－２Ｐ×１（天井内ころがし）
立下り保護管（ＰＦ２２）
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B ＥＭ－ＢＴＩＥＥ０．４－２Ｐ×１（天井内ころがし）

ＳＰ 光成端箱 既設

端子盤リスト参照（ＨＵＢは別途工事）

2　防火区画貫通処理は、国土交通大臣認定工法とすること。

3　ＨＵＢ盤及び端子盤への立下げ部分はダクト内入線とする。

4　特記なきプルボックス寸法は下記による。

P.B　300×300×200

B P.B　400× 400×200

A

4C ＥＭ－ＳＭ－４Ｃ　　　　　　　　（Ｅ３１）

系統図参照
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弱電設備　１階平面図　【改修後】
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A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事
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業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

A1：S=1/100 A3：S=1/200

１階平面図

M
H

MM
HH

M
H

(再)

H

MM
H

系統図参照

H

H

H

HH H

H

HH

H

H

記　号 名　　　　　称 摘　　　　　要

凡　例

隠蔽配管配線

露出配管配線

ケーブル配線 天井内ころがし

アウトレットボックス 中型四角　浅型

穴あけ補修

防火区画貫通部（短管工法）

1　特記なき配管配線は下記とする。

注　記

M

端子盤

壁掛スピーカ

天井埋込スピーカ １Ｗ　ＡＴＴ付

１Ｗ　ＡＴＴ付

弱電設備と共用

ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ　　（天井内ころがし）H

H ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ　　（天井内ころがし）　立下り保護管（ＭＭＡ）

H

2　防火区画貫通処理は、国土交通大臣認定工法とすること。

3　端子盤への立下げ部分はダクト内入線とする。

ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ　　（Ｇ１６）HG

ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ　　（Ｅ１９）

拡声設備　１階平面図　【改修後】

T-12A

H

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事
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（参考図） 令和７年６月



設計年月

図
面
番
号図

面
名
称

縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

A1：S=1/100 A3：S=1/200

２階平面図

拡声設備　２階平面図　【改修後】

M MM

系統図参照
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（参考図） 令和７年６月
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図
面
番
号図

面
名
称

縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

A1：S=1/100 A3：S=1/200

１階平面図

入退室管理設備　１階平面図　【改修後】

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２（Ｅ１９） ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２ ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×４（Ｅ３１）
ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２（Ｅ１９）

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×４（Ｅ３１）
ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２（Ｅ１９）

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２
ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×４

記　号

凡　例

隠蔽配管配線

露出配管配線

ケーブル配線

穴あけ補修

電気錠制御装置

カードリーダー

異常通知ブザー

名　　　　　称

天井内ころがし

取外し再取付

取外し再取付

摘　　　　　要

既設

プルボックス ２００゜×１００

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事
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ピロティ
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研究科長室

（参考図） 令和７年６月
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設計年月

図
面
番
号図

面
名
称

縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

自動火災報知設備　系統図　【改修後】
A1:NOSCALE

A3:NOSCALE

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

ＥＭ－ＡＥ１．２－４Ｃ（既設管内）

Ｐ

ＥＭ－ＨＰ１．２－　５Ｐ（Ｅ２５）

ＥＭ－ＡＥ１．２－４Ｃ（既設管内）

Ｐ

自動火災報知設備　系統図

記　号 名　　　　　称 摘　　　　　要

凡　例

隠蔽配管配線

露出配管配線

ケーブル配線 天井内ころがし

アウトレットボックス 中型四角　浅型

穴あけ補修

防火区画貫通部（短管工法） 弱電設備と共用

光電式煙感知器

差動式スポット型感知器 ２種　露出型

２種　露出型

Ｎｏ 警戒区域番号（自動火災報知設備）

1　特記なき配管配線は下記とする。

注　記

ＥＭ－ＡＥ１．２－４Ｃ　　（天井内ころがし）

ＥＭ－ＡＥ１．２－４Ｃ　　（Ｅ１９）

Ｐ 発信機・表示灯を撤去・表示灯付発信機に取替総合盤（埋込型・函体は既設）

ＲＳ盤 既設

ＥＭ－ＨＰ１．２－　５Ｐ（Ｅ２５）

ＥＭ－ＨＰ１．２－　５Ｐ（天井内ころがし）
ＥＭ－ＡＥ１．２－４Ｃ（Ｅ１９）

（再）

2　図中の（再）は感知器の取外し再取付を示す。

E-21

24奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事
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（参考図） 令和７年６月
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図
面
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面
名
称

縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

A1：S=1/100 A3：S=1/200

１階平面図

Ｐ

系統図参照

記　号 名　　　　　称 摘　　　　　要

凡　例

1　特記なき配管配線は下記とする。

注　記

2　防火区画貫通処理は、国土交通大臣認定工法とすること。

Ｐ 発信機・表示灯を撤去・表示灯付発信機に取替総合盤（埋込型・函体は既設）

差動式スポット型感知器 ２種　露出型

ＥＭ－ＡＥ１．２－４Ｃ　　（天井内ころがし）

ＥＭ－ＡＥ１．２－４Ｃ　　（天井内ころがし）　立下りは既設配管に入線

ＥＭ－ＡＥ１．２－４Ｃ　　（Ｅ１９）

自動火災報知設備　１階平面図　【改修後】

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

隠蔽配管配線

露出配管配線

ケーブル配線 天井内ころがし

アウトレットボックス 中型四角　浅型

穴あけ補修

防火区画貫通部（短管工法） 弱電設備と共用

Ｎｏ 警戒区域番号（自動火災報知設備）

警戒区域線

ＥＭ－ＨＰ１．２－　５Ｐ（Ｅ２５）

ＥＭ－ＨＰ１．２－　５Ｐ（Ｅ２５）

ＥＭ－ＨＰ１．２－　５Ｐ（天井内ころがし）

ＥＭ－ＡＥ１．２－４Ｃ（Ｅ１９）

（再）

3　図中の（再）は感知器の取外し再取付を示す。
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（参考図） 令和７年６月



設計年月

図
面
番
号図

面
名
称

縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

A1：S=1/100 A3：S=1/200

２階平面図

Ｐ

系統図参照

自動火災報知設備　２階平面図　【改修後】 E-23
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廊下
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（参考図） 令和７年６月



設計年月

図
面
番
号図

面
名
称

縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）

A1:S=1/600

A3:S=1/1200

記　号

凡　例

名　　　　　称 摘　　　　　要

係　　長

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

制御ケーブル×１０（既設ラック）
工事期間中養生を行うこと
（ケーブルを割れ管にて保護のこと）

EM-CCP-AP0.5-10P(天井内ころがし)　構内交換

EM-CCP-AP0.5-10P(ダクト内)　構内交換

EM-HP1.2-50P　  (天井内ころがし)　非常放送

EM-CCP-AP0.5-10P(天井内ころがし)　構内交換
EM-HP1.2-50P　  (天井内ころがし)　非常放送

１階天井内
弱電ケーブル×１０（既設ラック）
工事期間中養生を行うこと
（ケーブルを割れ管にて保護のこと）

EM-HP1.2-30P　(既設ラック)　非常放送

１階床下部分

EM-CCP-AP0.5-10P(E25)　構内交換
EM-HP1.2-50P　  (E51)　非常放送

EM-HP1.2-50P　　(ダクト内)　非常放送

T-12A

EM-HP1.2-30P　(天井内ころがし)　非常放送

端子盤

端子盤

新設

既設

ＲＳ盤 既設

ケーブル配線

穴あけ補修

防火区画貫通処理

ケーブルラック

ケーブルラック 既設

新設

新設

新設

新設

構内通信線路図　【改修後】

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事
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通信線路図（改修後）　1/600
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（参考図） 令和７年６月
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称

縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

A1：S=1/100 A3：S=1/200

１階平面図

注１：本図の機器及び配管配線は全て撤去とする。

注４：図面に明記無くとも本工事に伴い不要となる配管配線及び機器は撤去のこと。

注３：既設施設に支障のないように十分調査し、撤去を行なうこと。

　　　ること。

　　　ただし、器具撤去後の見えがかり部分の埋込ボックスについてはカバープレートを取付

注２：撤去に絡む不要な開口は全てモルタルにて補修を行なうこと。

　　　のみ撤去とする。

　　　ただし露出、隠蔽部分については配管配線共撤去とし、打込配管部分については配線

A1：S=1/100 A3：S=1/200

２階平面図

2.02.02.0

2.0 2.0 2.0

2.02.0

Ｓ

MCCB3P30AF/20AT

AC

01 ×3

ACP

02

ACP

01

LA-12

EM－CE5.5゜-3C E2.0(G22)

EM－CE5.5゜-3C E2.0(G22)

PB 200×200×100
SUS･WP

PB 300×300×100

IV14゜×3 E8゜(E31)

IV8゜×3 E5.5゜(G22)

IV5.5゜×3 E5.5゜(G22)

EM-CE38゜-3C(盤内)

EM-CE38゜-3C(盤内)

電灯

動力

LA-12-1へ

5.5゜

5.5゜

5.5゜

ACP

A

5.5゜

5.5゜

LA-12-1へ

2.0 2.0 2.0

AC

02

LA-22 LA-22-1

IV22゜×3 E5.5゜(E31)

IV8゜×3 E2.0(E25)
2.0MB

EM－CE5.5゜-3C E2.0(天井内ころがし)

2.0

HEX

05

HEX

05

HEX

04

HEX

03

HEX

02

HEX

01

幹線・動力設備　１・２階平面図　【改修前】

MB
L

MB
L

LA-12-1

5.5゜

LA-12-1へ
2.0

MB
L

MB
L

PB 300×300×200

3

LA-12-1へ

2.0
D

記　号 名　　　　　称

凡　例

Ｓ

200V 埋込コンセント　２Ｐ１５ＡＥ×１　２５０Ｖ

アウトレットボックス 中型四角　浅型

電灯動力盤

プルボックス

露出丸形ボックス

電灯分電盤

動力盤

隠蔽配管配線

露出配管配線

ケーブル配線 天井内ころがし

開閉器盤

空調室外機 機械設備工事

機械設備工事換気扇又は全熱交換器

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａ×１　抜止

摘　　　　　要

IV22゜×3 E5.5゜(E31)

200V

M

B
LA-22へ

LA-12へ

1

2

3

MCCB3P30AF/20AT

MCCB2P30AF/20AT

MB
MB

1　特記なき配管配線は下記とする。

注　記

2.0 ＶＶＦ２．０－３Ｃ　　　　　　　　（天井内ころがし）

ＶＶＦ１．６－２Ｃ　　　　　　　　（天井内ころがし）

MB ＶＶＦ１．６－３Ｃ　　　　　　　　（天井内ころがし）　立下り（ＭＭＢ）

3.5゜

2.0

5.5゜

ＥＭ－ＣＥ３．５゜－４Ｃ　　　　　（天井内ころがし）

ＥＭ－ＣＥ５．５゜－４Ｃ　　　　　（天井内ころがし）

ＶＶＦ２．０－３Ｃ　　　　　　　　（天井内ころがし）　立下り（ＭＭＢ）MB

2.0 M ＶＶＦ２．０－３Ｃ　　　　　　　　（天井内ころがし）　立下り（ＭＭＡ）

5.5゜

3.5゜ ＥＭ－ＣＥ３．５゜－４Ｃ　　　　　（冷媒管共巻）

ＥＭ－ＣＥ５．５゜－４Ｃ　　　　　（霊媒管共巻）

分電盤・動力盤撤去リスト

盤名称 開閉器容量 数量

ＭＣＢ３Ｐ２２５／１５０

ＭＣＢ２Ｐ　５０／　２０

ＭＣＢ１Ｐ　５０／　２０

１

１ＭＣＢ３Ｐ１００／　７５

ＭＣＢ３Ｐ　５０／　５０ １

５

１３

(壁掛埋込型)
ＬＡ－１２

５６０×１０２０×１８０

ＭＣＢ３Ｐ１００／　６０ ２

ＭＣＢ３Ｐ　５０／　３０ ４

ＭＣＢ１Ｐ　５０／　２０ １１

１ＭＣＢ１Ｐ　５０／　３０

(壁掛露出型)
ＬＡ－１２－１

５００×１１００×１２０

ＭＣＢ２Ｐ　５０／　２０

ＭＣＢ１Ｐ　５０／　２０

１

(壁掛埋込型)
ＬＡ－２２

ＭＣＢ３Ｐ１００／　７５

ＭＣＢ２Ｐ２Ｅ　５０／２０ ４

ＭＣＢ２Ｐ１Ｅ　５０／２０ ２

１５２０×７９０×１８０

１４

ＭＣＢ１Ｐ　５０／　２０ ８

(樹脂製)
ＬＡ－２２－１

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

2.0 2.0
A

LA-22へ

M

200V

PB 200×200×100
SUS･WP

IV14゜×3 E8゜(E31)

ＬＡ－１２・２２（電灯）

ＬＡ－１２・２２（動力）ＣＶＴ３８゜Ｅ５．５゜（Ｅ３９）

ＣＶＴ６０゜Ｅ１４゜　（Ｅ６３）

以降Ｅ－３２図参照
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E-25
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4
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0
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5

9090

48,600

3,600 9,000 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600

90 10,800 90

AX1

AX2

AX3

AX4

AY1 AY2 AY3 AY4 AY5 AY6 AY7 AY8 AY9 AY10 AY11 AY12 AY13

AY13AY12AY11AY10AY9AY8AY7AY6AY5AY4AY3AY2AY1

90 90

48,600

3,600 9,000 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600

2,
20

0
4,

0
00

3,
50

0

9,
70

0

AX1

AX2

AX3

AX4

外部階段A

外部階段E

106

便所

理学部会議室 人間文化研究科

倉庫

前室
更衣室

ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ

科長室

101

ピロティ

車寄屋根
ベランダ

第6演習室
人間文化研究科

205

講義室
204 203

講義室

202
講義室

201
講義室

センター支援室

102
やまと共創教育

ベランダ

廊下

非常勤
講師控室

103
理学部
部長室

104

ＳＳ

（参考図） 令和７年６月
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尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

１

２

４

３

機　器　名　称記号

１

２

３

４

低圧電灯配電盤(1)

低圧電灯配電盤(2)

低圧動力配電盤(1)

低圧動力配電盤(2)

以降Ｅ－８図参照

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

A1：S=1/100 A3：S=1/200

１階平面図

ＬＡ－１２・２２（電灯）

ＬＡ－１２・２２（動力）ＣＶＴ３８゜Ｅ５．５゜（Ｅ３９）

ＣＶＴ６０゜Ｅ１４゜　（Ｅ６３）

ＣＶＴ６０゜Ｅ１４゜　（既設ラック）

ＣＶＴ３８゜Ｅ５．５゜（既設ラック）

ＬＡ－１２・２２（電灯）

ＬＡ－１２・２２（動力）

ＬＡ－１２・２２（電灯）

ＬＡ－１２・２２（動力）

ＣＶＴ６０゜Ｅ１４゜　（Ｆ２－６３）

ＣＶＴ３８゜Ｅ５．５゜（Ｆ２－３８）

ＣＶＴ６０゜Ｅ１４゜　（既設ラック）

ＣＶＴ３８゜Ｅ５．５゜（既設ラック）

ＬＡ－１２・２２（電灯）

ＬＡ－１２・２２（動力）

Ｂ棟　幹線設備　１階平面図　【改修前】 E-26

29

UP

UP

UP

UP

EXP.J

PS

PS

EV

倉庫

光　庭

CB

DC
DC

CB

CB

CB

3,000

7,000 7,000 7,000

42,000

7,000 7,000 7,000

3
,
6
0
0

9
,
0
0
0

3
,
6
0
0

3
,
6
0
0

2,2005,500

BX2BX1 BX5BX4BX3 AX2AX1BX7BX6

AY2

AY1

AY5

AY4

AY3

7
,
5
0
0

1
,
8
0
0

3
,
3
0
0

1
9
,
9
0
0

1
,
8
0
0

5
,
5
0
0

BY1

BY3

BY2

BY4

BY5

BY6

スロープ

ロビー

階段室

廊下

107
教員研究室

112-2
蛍光顕
微鏡用
小暗室

114-1
生物科学科
安全実験室

114-2
クリーン
ルーム

114-3
低温室

114-4
飼育室

115
生物科学科共通

実習室
111-1

細胞調節学
実験室５

111-2
植物栽培室

110
図書室

112-1
細胞調節学
実験室６

113
細胞調節学
実験室７

109
共焦点レーザー

顕微鏡室

108
走査型 

電子顕微鏡室

106
細胞調節学
実験室４

105-1
細胞調節学
実験室３

104
細胞調節学
実験室２

103
細胞調節学
実験室１

102
生物科学科共通

学生控室

101
生物科学科共通

実習室

105-2
教員研究室

パウダー
コーナー

女子トイレ

PS

給湯
コーナー

休憩
コーナー

PS
男子

トイレ

多目的
トイレ

SK

電気室

玄関ホール

（参考図） 令和７年６月



設計年月

図
面
番
号図

面
名
称

縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

33

2.0

CH=2700

4FL40W×6(埋込型)

CH=2700
A1：S=1/100 A3：S=1/200

１階平面図
CH=2700

CH=2700

センター支援室

Hf32W×2(埋込型) 3

FL40W×2(埋込型) 3FL40W×2(埋込型) 3

M
2.0

101文学部部長室102やまと共創教育103非常勤講師控室104理学部部長室

2.0

CH=2800

FL40W×2(露出型)

ピロティ

6

CH=2700

104理学部部長室

2.0
2

2.0
B

C

A

1

FL40W×6(埋込型) 8

IL60W(埋込型) 6

IL100W(埋込型) 3

1　特記なき配管配線は下記とする。

注　記

2.0

ＶＶＦ１．６－２Ｃ（天井内ころがし）

ＶＶＦ１．６－３Ｃ（天井内ころがし）

ＶＶＦ２．０－３Ｃ（天井内ころがし）

ＶＶＦ１．６－２Ｃ（天井内ころがし）　　　　保護管（ＭＭＡ）

注１：本図の機器及び配管配線は全て撤去とする。

注４：図面に明記無くとも本工事に伴い不要となる配管配線及び機器は撤去のこと。

注３：既設施設に支障のないように十分調査し、撤去を行なうこと。

　　　ること。

　　　ただし、器具撤去後の見えがかり部分の埋込ボックスについてはカバープレートを取付

注２：撤去に絡む不要な開口は全てモルタルにて補修を行なうこと。

　　　のみ撤去とする。

　　　ただし露出、隠蔽部分については配管配線共撤去とし、打込配管部分については配線

ＩＶ　１．６×２　（Ｃ１９）

ＩＶ　１．６×４　（Ｃ１９）

ＩＶ　１．６×３　（Ｃ１９）

ＩＶ　１．６×５　（Ｃ２５）

ＩＶ　１．６×６　（Ｃ２５）

ＶＶＦ１．６－３Ｃ（天井内ころがし）　　　　立下りは（Ｃ１９）入線

2.0 ＩＶ　２．０×２　（Ｃ１９）

ｷ

ＶＶＦ１．６－３Ｃ（天井内ころがし）　　　　保護管（ＭＭＡ）

記　号

凡　例

照明器具

照明器具

照明器具

照明器具

照明器具

スイッチ

スイッチ

電灯動力盤

電灯分電盤

スイッチ

スイッチ3

スイッチ

摘　　　　　要

１Ｐ１５Ａ×１　ＳＵＳプレート付

１Ｐ１５Ａ×２　ＳＵＳプレート付

天井埋込　蛍光灯

天井埋込　蛍光灯　位置ボックス付

天井埋込又は天井直付　蛍光灯

天井埋込又は天井直付　蛍光灯　位置ボックス付

天井埋込　蛍光灯　ダウンライト

３Ｗ１５Ａ×１

１Ｐ１５Ａ×６　ＳＵＳプレート付

１Ｐ１５Ａ×４　ＳＵＳプレート付

名　　　　　称

ころがし配線

隠蔽配管配線

アウトレットボックス

プルボックス

中型四角　浅型

1

2.0

1 2

2.0

CS CSCS

2.0

CS

2.02.0 2

1 2

2.0

1

Hf32W×2(埋込型)

CH=3050

２０１講義室

Hf32W×2(埋込型)

Hf32W×1(黒板灯)

12

3

CH=3050

Hf32W×2(埋込型)

Hf32W×1(黒板灯)

12

3

CH=3050

２０２講義室

8

２０３講義室

Hf32W×2(埋込型)

CH=3050

8

２０４講義室

Hf32W×2(埋込型) 8

２０５人間文化研究科

第６演習室

CH=2700

A1：S=1/100 A3：S=1/200

２階平面図

電灯設備　１・２階平面図　【改修前】

CH=2700

廊下

FL40W×1(露出型)

LA-12

LA-22

33

2.0

C

6

IL40W×1(埋込型) 4

2
2.0

E-27

30奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事
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AX1

AX2

AX3
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外部階段A

外部階段E

106

便所

ベランダ

理学部会議室 理学部 非常勤 人間文化研究科

倉庫

前室
更衣室

ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ

科長室部長室 講師控室

104 103

センター支援室

102
やまと共創教育

101

ピロティ

車寄屋根

廊下

ベランダ

第6演習室
人間文化研究科

205

講義室
204 203

講義室

201
講義室

202
講義室

（参考図） 令和７年６月
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図
面
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奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

A1：S=1/100 A3：S=1/200

１階平面図

A1：S=1/100 A3：S=1/200

２階平面図

M

M

M

2E LA-12-1へ

4E

LA-12-1へ

1
4E

4E

4E

2E

4

LA-12-1へ

5

6

7

LA-12-1へ

LA-12-1へ

LA-12-1へ

9

MB

ＶＶＦ２．０－３Ｃ×２（天井内ころがし）

2E

12

4E

4E

11

ＶＶＦ２．０－３Ｃ×２（天井内ころがし）

9

11

LA-12-1へ

LA-12-1へ

2

2.0 8

2

8

LA-12-1へ10
LA-12-1へ 10

LA-12-1へ

2

2

2.0

2.0

2.0

2.0

6

LA-12へ

LA-12へ

2

2

2E2.0 M

2E
M

2.0

2.0 7

LA-12へ

ELK2LK

2

2

2E

M

M2E

M

(25)2LK

2

2

ELK

ELK

ELK

ELK

ELK

ELK

ELK

2E

M

M2E

M

2LK

M

2

2.0

LA-12 LA-12-1

(25)

8

2E

2E

M

M

AB

LA-22へLA-22へ

M

2E

2E

M

3

LA-22へ

6

2.0

2.0

LA-22へ ELK ELKELK

ELK ELKELK

LA-22-1へ
ＶＶＦ２．０－３Ｃ（１Ｆ天井内ころがし）

7

LA-22へ
9

LA-22へ

2.0

5

2.0
2.0

2LK

2.0

記　号 名　　　　　称 摘　　　　　要

凡　例

電灯動力盤

電灯分電盤

埋込壁付コンセント2 ２Ｐ１５Ａ×２　１２５Ｖ　

埋込壁付コンセント ２Ｐ１５Ａ×２　接地極付　１２５Ｖ　2E

埋込天井付コンセント

埋込壁付コンセント4E ２Ｐ１５Ａ×４　接地極付　１２５Ｖ　

埋込天井付コンセント

2LK

ELK ２Ｐ１５Ａ×１　接地極付　抜止　１２５Ｖ　

２Ｐ１５Ａ×２　抜止　１２５Ｖ　

隠蔽配管配線

露出配管配線

ケーブル配線 天井内ころがし

アウトレットボックス 中型四角　浅型

プルボックス ２００×２００×１００

1　特記なき配管配線は下記とする。

注　記

2.0

2.0 ＩＶ２．０×２Ｅ２．０　　　　　　（Ｃ１９）

ＩＶ２．０×２　　　　　　　　　　（Ｃ１９）

2.0

2.0 ＩＶ２．０×２Ｅ２．０　　　　　　（Ｃ１９）

ＶＶＦ２．０－３Ｃ　　　　　　　　（天井内ころがし）

注１：本図の機器及び配管配線は全て撤去とする。

注４：図面に明記無くとも本工事に伴い不要となる配管配線及び機器は撤去のこと。

注３：既設施設に支障のないように十分調査し、撤去を行なうこと。

　　　ること。

　　　ただし、器具撤去後の見えがかり部分の埋込ボックスについてはカバープレートを取付

注２：撤去に絡む不要な開口は全てモルタルにて補修を行なうこと。

　　　のみ撤去とする。

　　　ただし露出、隠蔽部分については配管配線共撤去とし、打込配管部分については配線

2

2E

2E

2E

2E 2E

2

M

M

2.0

M M

(C19)

4ELK MH=2700 MLA-22へLA-22へ
14 13
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M
H=2700
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M M
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LA-22-1へ

LA-22 LA-22-1

ＶＶＦ２．０－３Ｃ×２（天井内ころがし）

56

2

M

ＶＶＦ２．０－３Ｃ　　　　　　　　（天井内ころがし）　立下り（ＰＦ２２）

M ＶＶＦ２．０－３Ｃ　　　　　　　　（天井内ころがし）　立下り（ＭＭＡ）

ＶＶＦ２．０－３Ｃ　　　　　　　　（ＭＭＡ）M

2.0
ＶＶＦ２．０－２Ｃ　　　　　　　　（天井内ころがし）　立下り（ＭＭＡ）M

2

2

11
LA-22へ

2.0

M

ＶＶＦ２．０－３Ｃ（１Ｆ天井内ころがし）

4
LA-22へ

H=2700
M
H=2700

LA-22-1へ

M

4
LA-22-1へ LA-22-1へ

3

2.0

コンセント設備　１・２階平面図　【改修前】

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

2 フロアコンセント ２Ｐ１５Ａ×２　１２５Ｖ　
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（参考図） 令和７年６月



設計年月

図
面
番
号図

面
名
称

縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

A1：S=1/100 A3：S=1/200

１階平面図

A1：S=1/100 A3：S=1/200

２階平面図

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

HUB

ＵＴＰ０．５－４Ｐ×４（Ｅ３１）

T-12A

UUE

E+U

MM

M

EE
U HUB盤へ

HUB盤へ HUB盤へ

HUB盤へ

T-12AへT-12AへT-12Aへ

U

M

E

HUB盤へT-12Aへ

E+U E+U

M

U

M

U

M

U

M

U

M
P.BへP.BへP.BへP.Bへ

ＵＴＰ０．５－４Ｐ×４（Ｅ３１）

P.BOX
200゜×100

記　号

凡　例

ＨＵＢ

電話・情報複合アウトレット

情報受口

端子盤

電話×１・情報×１

摘　　　　　要名　　　　　称

隠蔽配管配線

ケーブル配線 天井内ころがし

ＨＵＢ盤 撤去

撤去

８極８芯　ＣＡＴ５e

1　特記なき配管配線は下記とする。

注　記

U ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ×１　　（天井内ころがし）　　　　立下り保護管（ＰＦ１６）

U M ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ×１　　（天井内ころがし）　　　　立下り保護管（ＭＭＡ）

　（構内情報通信網・構内交換設備）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ×１　　（天井内ころがし）
U+B

B M ＥＢＴ０．４－２Ｐ×１　　　　　（天井内ころがし）　　　　立下り保護管（ＭＭＡ）

ＥＢＴ０．４－２Ｐ×１　　　　　（天井内ころがし）
立下り保護管（ＭＭＡ）

注１：本図の機器及び配管配線は全て撤去とする。

注４：図面に明記無くとも本工事に伴い不要となる配管配線及び機器は撤去のこと。

注３：既設施設に支障のないように十分調査し、撤去を行なうこと。

　　　ること。

　　　ただし、器具撤去後の見えがかり部分の埋込ボックスについてはカバープレートを取付

注２：撤去に絡む不要な開口は全てモルタルにて補修を行なうこと。

　　　のみ撤去とする。

　　　ただし露出、隠蔽部分については配管配線共撤去とし、打込配管部分については配線

弱電設備　１・２階平面図　【改修前】 E-29
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（参考図） 令和７年６月



設計年月

図
面
番
号図

面
名
称

縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

A1：S=1/100 A3：S=1/200

１階平面図

A1：S=1/100 A3：S=1/200

２階平面図

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

RA-1

記　号 名　　　　　称 摘　　　　　要

凡　例

隠蔽配管配線

露出配管配線

ケーブル配線 天井内ころがし

端子盤

アウトレットボックス 中型四角　浅型

50P

ＥＭ－ＨＰ１.２－３Ｃ（Ｅ１９）

P.B
200゜×100

ＥＭ－ＨＰ１.２－３Ｃ（Ｅ１９）

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×４

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２（Ｅ１９）

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２（Ｅ１９）

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２（Ｅ１９）

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×６（Ｅ３１）

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×６

1　特記なき配管配線は下記とする。

注　記

ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ　　（天井内ころがし）

ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ　　（Ｅ１９）

ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ　　（Ｅ１９）

注１：本図の機器及び配管配線は全て撤去とする。

注４：図面に明記無くとも本工事に伴い不要となる配管配線及び機器は撤去のこと。

注３：既設施設に支障のないように十分調査し、撤去を行なうこと。

　　　ること。

　　　ただし、器具撤去後の見えがかり部分の埋込ボックスについてはカバープレートを取付

注２：撤去に絡む不要な開口は全てモルタルにて補修を行なうこと。

　　　のみ撤去とする。

　　　ただし露出、隠蔽部分については配管配線共撤去とし、打込配管部分については配線

撤去

天井埋込スピーカ　１Ｗ　ＡＴＴ付 撤去

壁掛スピーカ　１Ｗ　ＡＴＴ付 撤去

電気錠制御装置

カードリーダー

異常通知ブザー

取外し再取付

取外し再取付

既設

拡声・入退室管理設備　１・２階平面図　【改修前】 E-30
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（参考図） 令和７年６月
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設計年月

図
面
番
号図

面
名
称

縮
尺

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）係　　長

A1:S=1/100

A3:S=1/200

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

A1：S=1/100 A3：S=1/200

１階平面図

A1：S=1/100 A3：S=1/200

２階平面図

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

注１：本図の機器及び配管配線は全て撤去とする。

注４：図面に明記無くとも本工事に伴い不要となる配管配線及び機器は撤去のこと。

注３：既設施設に支障のないように十分調査し、撤去を行なうこと。

　　　ること。

　　　ただし、器具撤去後の見えがかり部分の埋込ボックスについてはカバープレートを取付

注２：撤去に絡む不要な開口は全てモルタルにて補修を行なうこと。

　　　のみ撤去とする。

　　　ただし露出、隠蔽部分については配管配線共撤去とし、打込配管部分については配線

拡声設備　１・２階平面図　【改修前】

Ｐ

Ｐ

ＨＰ１.２－５Ｐ（Ｃ２５）

ＨＰ１.２－５Ｐ（Ｃ２５）

ＨＰ１.２－５Ｐ（Ｃ２５）

記　号 名　　　　　称

凡　例

光電式煙感知器

差動式スポット型感知器 ２種　露出型

２種　露出型

隠蔽配管配線

ケーブル配線 天井内ころがし

アウトレットボックス 中型四角　浅型

Ｎｏ 警戒区域番号（自動火災報知設備）

摘　　　　　要

総合盤（埋込型・函体は既設） 発信機・表示灯のみ撤去Ｐ

ＲＳ盤 既設

1　特記なき配管配線は下記とする。

注　記

ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ　　（天井内ころがし）

ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ　　（Ｅ１９）

ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ　　（Ｅ１９）
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（参考図） 令和７年６月
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図
面
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面
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奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）

A1:S=1/600

A3:S=1/1200

記　号

凡　例

名　　　　　称 摘　　　　　要

係　　長

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

端子盤

端子盤 既設

ＲＳ盤 既設

ケーブル配線

RA-1

撤去

撤去

Ｓ

EM－CE5.5゜-3C E2.0(天井内ころがし)立下り（ＭＭＢ）

理学系Ａ棟空調機（動力）ＶＶＲ１４゜－３Ｃ　Ｅ５．５゜（Ｃ３９）

PB 300×300×100

２階廊下

２階

ＣＰ－２１

構内配電線路図（改修前）　1/600

奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

構内配電線路図　【改修前】 E-32
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奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟Ａ棟株式会社総合設備コンサルタント 大阪市西区阿波座２－２－１８

一級建築士大臣登録 第２６４８２６号 西田泰章 改修設計業務（設備）

A1:S=1/600

A3:S=1/1200

記　号

凡　例

名　　　　　称 摘　　　　　要

係　　長

業務名設計事務所名

工事名

奈良国立大学機構　機構施設課

EM-HP1.2-50P　  (天井内ころがし)　非常放送

EM-HP1.2-30P　(既設ラック)　非常放送

EM-HP1.2-50P　  (E51)　非常放送

EM-HP1.2-50P　　(ダクト内)　非常放送

端子盤

端子盤 既設

ＲＳ盤 既設

ケーブル配線

RA-1

EM-HP1.2-30P　(E39)　非常放送

EM-HP1.2-50P　  (天井内ころがし)　非常放送

EM-HP1.2-30P　  (天井内ころがし)　非常放送

構内通信線路図　【改修前】

撤去

撤去

E-33

36奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟（理学系Ａ棟）改修電気設備工事

通信線路図（改修前）　1/600
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